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第五章 日本庭園における借景庭園の構成 

１．本章における研究の背景，目的及び方法 

第三章の日本造園における借景という用語及び概念の変遷に関する分析から，日本

の庭園の中では，かなり多くの庭園が借景庭園と位置づけられていることがわかった。

すなわち，1891 年から 2004 年にわたって，63 件の関連文献が得られ，その中で合わ

せて 95 もの庭園が借景庭園とされている 1。その中，特に大徳寺本坊方丈庭園，慈光

院庭園，円通寺庭園の三つの庭園が借景庭園として言及されている頻度が最も高い。

つまり，これら三つの庭園は公認というに近い借景庭園といえる。さらに，これらの

三つの庭園の要素及び空間構成の分析から，「小中見大」の意匠がみられ，大小の比

が重点であることがわかった。しかし，これら三つの庭園に関する分析だけでは，あ

る一つの問題点が残る。その他の借景庭園，あるいは借景庭園の総体概念において，

「小中見大」の意匠がどのように現れているのだろうか。 

借景の概念あるいは借景庭園の实例に関する日本の文献は非常に多い。しかし，そ

の多くはある長い総論的な文献の中の僅かな部分のみで，十分に言及されていない。

借景庭園を単独に研究対象としている文献も若干存在し，その中で上原敬二の 1926

年の「借景とヴィスタ」，伊藤ていじの 1964 年の『借景と坪庭』，進士五十八の 1988

年の「借景に関する研究」，本中真の 1994 年の『日本古代の庭園と景観』と 1997 年

の『借景』が代表的な五つの文献といえる。これらの重要な既往研究については，本

論文の第一章で既に取り上げた。これらの文献は確かに借景についてかなり深く研究

されているが，借景に関する研究余地はまだ多く残されている。例えば借景庭園の实

例に関して，景観工学の概念及び方法を用い，全体的な系統の把握及びその分析につ

いての研究はまだなされていない2。本章ではこの点を研究課題として扱う。 

もう一つ研究方法に関する問題がある。借景庭園の研究のみならず，日本の庭園研

究においては，庭園を建築及びその周辺の環境から切り離して，単独の研究対象とす

る傾向が強かった。重森三玲の『日本庭園史図鑑』と『日本庭園史大系』の中に収録

されている实測図などには，このことが顕著に現れ，建築及びその周辺環境の部分は

                                                 
1 95 か所には歴史上非常に著名であるが現存しない庭園も含まれている。例えば，石田別業，伏

見山荘，浴恩園，古稀庵，戸山荘等。 

2 伊藤の研究においては借景庭園における要素の構成に対して重点的に分析を行い，六つの主な

種類に分類した。しかし彼の分析は定性的なものである。ほかに，進士は研究において景観工

学の概念と方法，例えば借景の視距離，仰角等を取り入れたが，彼の分析した庭園数は尐なく，

これらの概念を用いた量的な分析から得られた結論も限られたものしかない。 
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図－１ 本章における研究の流れ 

殆ど省略されている。これはこれまでの借景庭園の研究における不十分な点である。

庭園自体に対して建築，庭園そして眺望環境の三者の関係こそが借景庭園の重点であ

ると考えられる。 

これらの背景に踏まえて，本章では，なるべく全面的に借景庭園の实例を収集した

上で，景観工学の概念及び方法を導入し，建築，庭園そして眺望環境の三者の関係に

着目し，定量的に借景庭園のそれぞれの特徴及び構成関係を把握し，さらに借景とい

う現象における本質的な理念を明らかにすることを目的とする。 

研究方法としては日本に現存する庭園の实例を対象として，景観工学の手法及び借

景庭園自体の構成特徴を踏まえて，独自の分析指標を設定し，以下の分析を行った。

すなわち「借景庭園に関する分析」，「山に背向する庭園に関する分析」，「京都に

おける臨済庭園に関する分析」の三点である（図－1）。分析指標に関しては，景観

工学で用いられる視点場，視距離，仰角などの概念を導入した上，同時に庭園自体の

類型，立地，境界，奥行き，方向性などのそれぞれの概念についても整理を行い，こ

れらに基づいて「大小性指数」，「距奥比」の二つの指標を設定した。具体的には，

先ず「借景庭園に関する分析」では，上述した 63 件の文献における 95 庭園に基づき，

更に重森三玲の『日本庭園史大系』を参考とし，関連する研究文献に指摘された借景

庭園の实例を収集した。これら中から，指摘される頻度の高い 31 か所を分析対象と
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して3，上記の指標に基づいた分析を行い，重点的に「小中見大」の意匠及びその意匠

の関連要素について検討を加えた。次に， 31 か所の借景庭園の中で，10 庭園は立地

上においてそれらすべてが山麓あるいは山腹に位置するが，どれも隣接する山に面し

ているのではなく背を向けているという共通性をもつ点に注目し分析を行った。この

立地の特徴に関して，全面的に重森三玲の『日本庭園史大系』の中に記載されている

各庭園を検索した結果，12 庭園がこの特徴を有していることが得られた。それらを分

類し，それぞれの庭園の眺望対象及びそこに反映されている眺望意識に注目して分析

を行った。さらに，本研究の第三章では大徳寺本坊方丈庭園などの 3 つの典型案例を

分析した結果，これら 3 つが全て臨済宗の書院枯山水平庭4であることが判明したこと

を踏まえ，ここに注目して分析を行った。同様に重森三玲の『日本庭園史大系』の中

に記載されている各庭園を全面検索し，京都地域に置ける主要な臨済宗寺院の庭園 32

個を統計整理した。そして中世及び近世の京都の都市配置を合わせて考慮に入れ，各

庭園の所在地から周辺の主要山脈への眺望について，地形の角度から分析を行った。

また，各庭園が当時の歴史条件下における借景の可能性について研究し，当時の立地

環境の特徴と借景の成立条件の関係に重点を置いて分析を行った。 

 

２．「小中見大」という意匠 

２－１．分析指標の設定 

前述の方法により 31 か所の借景庭園の实例を得ることができた。これらの实例よ

りさらに分析を進めるための指標を定めた。具体的には，三種類の指標を設定した。

第一には庭園自体の立地と配置に関する指標，第二には庭園と眺望環境の関連性を示

す指標，第三は第一，二をベースに抽出した指標である。 

第一の指標は主に庭園所在地域，創立時代，類型，宗教流派，庭園観賞方向，主建

築方向，面積などである。主に重森三玲の『日本庭園史大系』に記録されている各庭

園の紹介と詳細な实測平面図を参照した。第二の指標は主に景観工学における分析方

                                                 
3 95 か所の实例の中，現存しない例及びひとつの文献にしか認定されていない借景庭園の实例を

除き，同時に重森三玲の『日本庭園史大系』において借景庭園と認定された实例を加えると，

計 32 か所の借景庭園を得ることができた。しかし，分析中に竜安寺庭園の仰角が極めて小さい

ことがわかり，たくさんの文献では竜安寺庭園からは男山及び山上の八幡宮を眺望できるとし

ているが，本研究では竜安寺を借景庭園として取り扱わない。よって計 31 個の实例を得た。な

かに，平山亮一氏庭園は知覧の三点の似ている借景庭園の代表として取り扱われている。 

4 庭園の種類の分け方及び種類の名称の方法は一つには限らず，異なる研究者は異なる基準を有

する場合が多い。ここ及び後述する関連部分においては，重森三玲の『日本庭園史大系』を参

照とする。 
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法を用いて設定しており，主にカシミール 3D ソフトを用いたシミュレーションを行

い5，各庭園の实測図と合わせて視点場，眺望対象，眺望距離，標高差，仰角，眺望方

向，眺望方向における奥行，見切りなどの指標を設定した。 

第三の指標は主に方向性と「大小性指数」の二つのである。これらはすべての指標

において最も重要な二つと位置づけた。方向性は借景の方向と庭園観賞方向及び借景

の視点場とする建築物の方向の三者間における関係性により決定され，「極強」，「強」，

「中」，「弱」の 4 段階に分けられる。借景方向，庭園観賞方向及び建築物方向の三

者が一致する場合，例えば円通寺庭園の場合三者ともに東向きであるため，方向性は

「極強」と判定する。庭園観賞方向と建築物方向は完全一致しないが，借景方向と前

者のうち一つが一致する場合，例えば大徳寺本坊方丈庭園では庭園観賞方向は南向き

と東向きであり，書院建築の方向は南向き，借景方向は東向きであるため，方向性は

「強」と判定する。借景方向とほかの二者のうち一者との方向が概ね一致する場合，

例えば天竜寺庭園は庭園観賞方向と書院建築の方向がみな西向きであり，借景の方向

は南西向きであるため，方向性は「中」となる。方向性が「弱」の場合，すなわち借

景の方向とほかの二者とも相違すること，あるいは庭園自体明確な観賞方向を有さな

いことを意味する。例えば岡山後楽園のような回遊式庭園がその一例である。確かに

一つの庭園にとって，三者の関係性はさまざまな要因に規定されていると考えられる

ため，三者一致を持ってこの庭園が特定の眺望対象に向かって設計されているとは判

断できない。しかし庭園の例を集合的に取り扱うことで，方向性の概念が大きく庭園

の眺望意識の強弱を反映していることを捉えられるのではないかと考えた。 

「大小性指数」は「小中見大」という意匠より得られた概念であり，小さな空間を

通してより大きい空間を眺望するときに空間を比較できる効果を表している。第三章

の分析においては，「距奥比」という概念を使用している。「距奥比」は大と小の空

間の比較効果をも表しており，眺望距離と眺望方向における庭園奥行の間の比によっ

て表わされるものとした。既存の借景に関する様々な概念設定及び借景という概念の

使い方からわかるように，所謂本格的な借景とは，一方で自体の簡素化と極小化，も

う一方で遠くへの眺望景観，すなわち眺望距離が十分長いことがうかがえる。したが

って「距奥比」の概念はまさにこの二面性を捉え得る指標である。「大小性指数」は

「距奥比」と仰角の積をとった値であり，仰角の視覚上の影響を考慮したものとして

設定した。实際，「小中見大」の「大」というのは距離が遠いということだけではな

                                                 
5 カシミール 3D シミュレーションは地形分析ソフトに基づいているため，現实状況との誤差が存

在し，例えば地上の植生に影響されることがある。分析過程においてはこの点を十分に認識し，

シミュレーションと同時にほかの資料を参考に，極力誤差を避けるようにした。  
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図－２ 頼久寺庭園に関する可視分析 

く，眺望対象の大小をも表しており，例として，人々がよく借景を「雄大」と表現す

ることからもわかる。眺望対象の大小が視覚上で体験される代表は仰角である。よっ

て，本章での研究分析においては，「大小性指数」という指標を使った。計算式は以

下である：「大小性指数」=仰角視距離/奥行き 

もうひとつの指標は前述した「指摘回数」，すなわち 63 件の文献において借景庭

園と認定された回数である。この指標は多数の研究者による借景庭園に対する判断を

大きく反映したものである。たとえば前述の三つの典型例は「指摘回数」が一番高か

った例であるため，一般的に多数の研究者が共通に認識している借景庭園といえる。 

２－２．一般的特徴 

以上の各指標を用いて，頼久寺庭園を例に分析過程を説明する。『日本庭園史大系』

の記録によると庭園は岡山桃山時代に造営された。臨済宗永源寺派に属す枯山水庭園

であり，面積はおよそ 197 坪，山麓に位置し，庭園観賞方向は南向きと東向きであり，

主建築の方向は南向きで，借景対象は愛宕山である。次にカシミール 3D のシミュレ 
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図－３ 愛宕山までの眺望のシミュレーション 

 

図－４ カシミール 3Dにおける断面分析 
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図－５ 頼久寺庭園平面図（ベースマップは重森三玲『日本庭園史図鑑』より） 

ーションを用いて6，眺望の可視範囲，南東向きの愛宕山の眺望風景を計算により得た

（図－2）（図－3）。また具体的な眺望方向，視距離，標高差と仰角についても計測

した（図－4）。庭園内については眺望方向を实測平面図に落とし込み，眺望方向上

の庭園の境界を刈込として特定し，眺望方向における庭園奥行の値を計測した（図－

5）。これにより「距奥比」と「大小性指数」を算出した。 

同様に，31 の庭園に対して，定量的な分析を行った（表－1）。これにより以下の

ような基本的な特徴が分かった。 

重森三玲の分類法を参考に，庭園を池泉回遊，池泉観賞，露地，枯山水及び池泉回 

                                                 
6 カシミール 3D シミュレーションは地形分析ソフトに基づいているため，現实状況との誤差が存

在し，例えば地上の植生に影響されることがある。分析過程においてはこの点を十分に認識し，

シミュレーションと同時にほかの資料を参考に，極力誤差を避けるようにした。 
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図－６ 庭園類型ごとの庭園面積と眺望視距離の関係 

遊と池泉観賞の中間における回遊観賞など五種類に分けた7。池泉回遊及び回遊観賞式

庭園の境界は主に高く大きな樹木が多いが，露地，枯山水式庭園の境界は低い刈込が

多い。同時に，池泉回遊式庭園の方向性はおおよそ弱く，五種類の中で最も弱いが，

枯山水式庭園の方向性はおおむね最も強いといえる。そのほかに，ほぼすべての枯山

水式庭園は臨済宗寺院に属する。眺望距離と庭園面積の分布状況においては，まず全

体としては小面積の庭園が多くその眺望距離は多様である傾向にあるが，方向性が比

較的弱い池泉回遊式の庭園はおおよそ面積が大きく，同時に眺望距離が小さい傾向が

強く，これらの庭園はおおよそ樹木を境界としている（図－6）。高く大きな樹木を

境界としている回遊観賞式庭園においても相似する特徴を持っている。というのも，

境界の遮蔽性が比較的強いため，距離が遠いもしくは仰角が低い山は眺望することが

出来ないからである。したがって樹木を境界としている庭園は，仰角が比較的大きく，

「距奥比」が比較的小さい。一方で刈込を境界としている庭園はその反対である（図

－7）。これらの基本的な特徴は日本庭園の特徴と合致するとうことができる。 

仰角の分布としては，全体的に明確な分布の傾向はない。1 度から 22 度の間に分散 

                                                 
7 いわゆる回遊観賞は本研究の便宜上設定された種類であり，重森三玲の研究の中にはあらわれ

ていない。既往研究においても存在しない。例えば天竜寺庭園無隣庵のような庭園の場合，重

森三玲の研究では池泉回遊の種類に分類される。しかし实際には，庭園景観に面している主建

築が明確な方向性を有し，大型の池泉回遊庭園と比べると，一定の定視観賞式の特徴を示して

いる。 
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図－７ 庭園境界ごとの「距奥比」と仰角の関係 

 

 

図－８ 庭園類型ごとの「距奥比」と仰角の関係 
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図－９ 庭園立地ごとの「距奥比」と仰角の関係 

している。仰角と「距奥比」においては反比例的な関係が存在し，距離が大きくなる

につれ仰角が小さくなるという傾向が指摘できる。「距奥比」の全体的な分布として

は，おおよそ 300 以下であり，300 以上のものは主に方向性が比較的強い庭園，すな

わち露地，枯山水式庭園にみられる（図－8）。方向性が弱い庭園，すなわち池泉回

遊式を代表とする庭園は，「距奥比」の値が非常に小さく，一方で仰角は大きい，同

時に山腹に位置する庭園においては「距奥比」が比較的大きい例が多数みられる（図

－9）。理由としては山麓に位置する庭園は山林の環境にあり，山に近く，眺望距離

が比較的小さく，したがって仰角は相対的に大きい。ところが山腹に位置する庭園の

場合，例えば円通寺庭園，正伝寺庭園などは，庭園と眺望対象の間にスケールの大き

なコンケーブ地形があることで，比較的低い仰角の状況においても遠距離の借景が周

辺環境に妨げられないことを保証している。实際，多くの平地に位置する庭園の眺望

距離は比較的小さく，したがって比較的大きい仰角が現れる場合もあるが，天然図画

亭庭園，芦花浅水荘，真珠庵庭園，大徳寺本坊方丈庭園，大通寺含山軒庭園など 5 ヶ

所の庭園は比較低大きい「距奥比」を持つ。この 5 ヶ所の庭園には特異的な性格を持

っており，天然図画亭庭園（図－10），芦花浅水荘（図－11）の二つの庭園は水辺に

位置し，庭園と眺望対象の間に巨大な琵琶湖があるため，視覚上巨大なコンケーブ地

形を形成していることになる。よって仰角が極めて小さいにもかかわらず阻害されて 
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図－１０ 天然図画亭庭園の借景 

 

図－１１ 芦花浅水荘に関する可視分析 

 
いない。大通寺含山軒庭園の特徴は，眺望対象としての伊吹山の海抜が極めて高いこ

とである。真珠庵庭園，大徳寺本坊方丈庭園については，『都林泉名勝図会』の中で

描かれていた場面を現代では見ることが出来ない。江戸時代に大徳寺が位置していた

郊野はすでに近代化した都市によって占拠され，借景も遮られてしまった。实際には
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相当数の庭園が真珠庵庭園，大徳寺本坊方丈庭園と似たような状況にあると考えられ，

庭園と眺望対象の間はコンケーブの地形ではなく，本来の低仰角かつ遠距離の借景が

周辺環境の変化及び都市化の進展過程において消失してしまったのである。 

以上のことから，コンケーブ地形の保全が借景の存続においての重要な意義をもつ

ことを確認出来た。 

２－３．「大小性指数」について 

前述の分析のように，「大小性指数」は借景庭園における「小中見大」という意匠

を評価する重要な指標である。 

「大小性指数」と指摘回数の関係においては，指摘回数が最大の庭園らは確かに「大

小性指数」の値も比較的大きいが，量的な相関関係としては明瞭ではないといえる（図

－12）。考えられる重要な要因は，指摘回数は様々な要素の影響をうけるため，単独

の要素との関係は明確ではないことと，庭園自体の知名度にも関係することがあげら

れる。その典型例は真珠庵庭園と大徳寺本坊方丈庭園である。この二つの庭園は場所

が近く，眺望の構成もほぼ一致し，真珠庵庭園の「大小性指数」の値は大徳寺本坊方

丈庭園より大きいにもかかわらず，方丈庭園の歴史における知名度が極めて高いため，

両者の指摘回数は大きく異なる。したがって指摘回数の値は参考にとどめるべきであ

るといえる。 

一方「大小性指数」の値と庭園の方向性の間には明確な関係がみられる（図－13）。

比較的高い「大小性指数」の値を有する庭園の方向性は「極強」，「強」，その次に

方向性が「中」の庭園であり，方向性が「弱」の庭園の「大小性指数」が一番小さい

という結果であった。同時に，方向性が「弱」の庭園の指摘回数の値もおおむね小さ

い傾向にあり，指摘回数が 5 回以上の庭園は方向性が「弱」のものは存在しない。ま

た，「大小性指数」の値が比較的大きい庭園の類型は露地，枯山水式であり，池泉回

遊式の庭園の「大小性指数」はいずれも比較的小さい（図－14）。庭園の所属におい

ては，比較的大きい「大小性指数」の値と指摘回数の値を有する庭園はおおむね寺院

庭園とくに臨済宗の庭園に属しており，加えて寺院庭園の「大小性指数」の値は全体

的に大名庭園及びほかの種類の庭園より高い（図－15）。庭園立地の観点においては，

「大小性指数」と指摘回数の値において比較的大きい庭園は山腹に位置する場合が多

く，山麓に位置する庭園の値は小さいことが多い（図－16）。庭園境界においては，

両者の値が最大の庭園は刈込を境界としており，樹木を境界としている庭園の「大小

性指数」の値は全体的に小さい（図－17）。 
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図－１３ 庭園方向性と「大小性指数」の関係 

 

図－１４ 庭園類型と「大小性指数」の関係 
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図－１５ 庭園所属と「大小性指数」の関係 

 

図－１６ 庭園立地と「大小性指数」の関係 
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図－１７ 庭園境界と「大小性指数」の関係 

 

 

図－１８ 庭園方向性ごとの標高差と指摘回数の関係 
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したがって，高い「大小性指数」の値を有する庭園は以下のような特徴があるとい

う結論が導ける：強い方向性を有し，枯山水様式，寺院に所属し，山腹に位置し，刈

込を境界としている。 

前述のように，方向性という概念は庭園設計における外景への眺望意識を反映して

いるものとして設定した。円通寺庭園，正伝寺庭園，西翁院庭園，対竜山荘など方向

性が非常に強い庭園においては，庭園の借景は無意識のうちに受動的に出来たもので

はなく，また庭園設計施工が完成したのちに添付された装飾物でもなく，設計当初か

ら意識的に借景対象の存在を認識している可能性が高い。借景庭園の存在は庭園の設

計乃至は場所選定において大きな影響を及ぼしているといえる。とくに対竜山荘の場

合は，庭園の名称からも眺望に対する能動的な意識が伺える。仮に眺望環境のみを考

慮すると，「大小性指数」は簡略化することが出来，この値の計算方法は眺望距離と

仰角の積をとることである。この値は眺望距離が空間上における尺度を反映し，この

尺度は眺望距離と仰角の両者と比例的関係にある。また，この値と庭園の方向性も強

い関係が存在することがわかる。比較的大きい値を有する庭園は方向性が一番強い庭

園である場合が多く，例としては大通寺含山軒庭園，西翁院庭園，正伝寺庭園などが

挙げられる。同時にこの関係は庭園の方向性と眺望の標高差に直接反映される（図－

18）。よって，庭園設計における借景意識と眺望対象の大小，「大小性指数」及び反

映された「小中見大」意匠の間における関係性を捉えることができた。 

したがって，日本庭園の設計における借景に関しては以下の傾向があるといえる：

借景庭園は主に庭園と眺望環境間の関連性に基づいて「大小性指数」の値が大きくな

るように設計され，「小中見大」の対比効果による視覚的および空間的体験を期待す

るものである。 

 

３．眺望意識 

前述の方向性及び方向性と「小中見大」意匠の関連性からわかるように，借景庭園

の多くは強い眺望意識を背景に設計されている。ここで，山腹と山麓に立地する庭園

は庭園の方向と斜面の関係によって大まかに二種類に分けられる。一つの種類は主要

な観賞場所とする建築が斜面に対面しており，庭園は斜面と建築の間に設置されてい

る。例えば天竜寺庭園，頼久寺庭園がその例である。もう一種類はその反対で，建築

が斜面を背向するように配置され，庭園と斜面の間に設置されている。例えば円通寺

庭園，正伝寺庭園，柴屋寺庭園など多くの庭園がこの種類に属する（図－19）。 
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図－１９ 面山と背山の配置 

 

図－２０ 天竜寺庭園 

 山地の自然環境の特性を活かして山沿いの一角を利用して設置されることは日本庭

園，特に池泉観賞式庭園の一般的なつくり方である。多くみられる例は天竜寺庭園の

ように，斜面の手前の下に池を設置し主景観を形成する。斜面はしたがって背景とな

り，山の泉から引水した滝もしくは象徴的な意味をなす枯滝を斜面に設置しているこ

とも多い（図－20）。『日本庭園史大系』に収録されている庭園实測図全般に対して

検索をしたが，このようなつくり方は日本庭園の主流の一つといえる。多くの山腹及

び山麓に位置する庭園はこのような配置を採用し，80 点以上の庭園がこのような配置

をしている。一方で円通寺庭園，正伝寺庭園のような山に背向する配置の庭園は非常

に尐なく，前文で分析したすべての借景庭園の内，10 庭園がこのように配置されてい

る。この 10 ヶ所以外に，『日本庭園史大系』を詳しく検索した上で竜華寺庭園，那

谷寺庭園の二つの例が得られた。 
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表－２ 背山庭園に関する分析 

庭園 時代 所在 仏教流派 様式
建築と
斜 面 の

角 度

庭園観
賞 方 向

建築正面
方 向

建築方向
の 境 界

借景に
つ い て 対象

眺望
方 向

方向
性

視距離
k m

眺望方
向 の 奥

行 き m

仰角
度

正伝寺庭園 京都
臨済宗南

禅 寺 派 枯山水 180 東 東 塀 借景 比叡山 東 極強 8.37 15 4.68

慈光院庭園 奈良
臨済宗大

徳 寺 派 枯山水 180 南，東 南 刈込 借景
山並み（高

峰 山 ） 東 強 12.36 4 2.34

円通寺庭園 京都
臨済宗妙

心 寺 派 枯山水 180 東 東 刈込 借景 比叡山 東 極強 5.44 9 7.45

竜華寺庭園 静岡 日蓮宗 池泉観賞 90 南，東 南
刈込，築

山

西江寺庭園 愛媛
臨済宗妙

心 寺 派 枯山水 90 北東 北東 刈込 借景
泉森山（推

測 ） 北東 極強 5.55 18 7.43

那谷寺庭園 石川 真言宗
書院式露

地 90 東 東 塀

修学院離宮
上 御 茶 屋 庭

園

京都 池泉回遊 180
北西（隣

雲 亭 ） 刈込 借景
山並み（十

三 石 山 ） 北西 中 7.92 82 2.47

西翁院庭園 京都 浄土宗
露地，枯

山 水 180 西 西 刈込 借景
山並み（愛

宕 山 ） 西 極強 14.6 7.5 3.29

成就院庭園 京都 法相宗 池泉観賞 90 北 北 刈込 借景 湯屋谷 北 極強 0.31 24 11.79

柴屋寺庭園
江戸
中 期 静岡

臨済宗妙
心 寺 派 池泉観賞 180 北西 北西 樹木 借景 天柱山 北西 極強 0.97 19 20.85

吉水園 広島 池泉回遊 180
南西（吉

水 亭 ） 刈込 借景 百々山 南東 中 1.08 21 17.59

菅田庵庭園 松江 露地 180 南，東 南 刈込 借景
山並み（星

上 山 ） 南東 中 12.97 7 1.78

江戸
初 期

江戸
末 期

 

これら計 12 個の庭園のうち，10 個が借景庭園である（表－2）。よって山に背向す

る配置は庭園設計時の借景に対する意識と関連すると考えられる。庭園方向と斜面方

向の関係に基づいて 10 個の庭園を二種類に分類できる。一つの種類は主建築の方向

と斜面が 90 度をなすもので，西江寺庭園と成就院庭園が例として挙げられる。残り

の 8 庭園はもう一つの種類に分類され，主建築の方向と斜面が 180 度をなし，すなわ

ち完全に背面に位置することである。第一種類に属する二つの庭園：竜華寺庭園，那

谷寺庭園はいずれも借景庭園ではない。前述した方向性の概念をみると，10 個の借景

庭園の方向性は強い場合が多く，6 個の庭園の方向性が「極強」に分類されることが

分かる。 

そのほかにも，10 個の借景庭園の眺望環境に対する分析から，一つの重要な特徴が

浮かび上がった：多くの庭園，特に方向性が強いものにおいては，面している眺望対

象は所在環境における顕著な象徴性を有する山である。正伝寺庭園及び円通寺庭園の

場合，庭園が面しているのは京都府内における最高峰の一つとされている名山―比叡

山であることは明らかである。同様に，慈光院庭園は東方向の山々に面しており，西

翁院庭園は西方向の山々に面している。一つ考えられる理由として，西翁院は光明寺

の敷地の西隅に位置していることから，東側の眺望が制限されていることである。両

者にとって山々の景観は各自が所在する環境において獲得可能である一番顕著な眺

望景観である。池泉回遊式庭園は全体的に強い方向性を持たないが，修学院離宮上御

茶屋庭園は特殊であり，庭園が山腹という独特な処に位置していること，地形によっ 
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図－２１ 隣雲亭からの借景 

 

図－２２ 隣雲亭に関する可視分析 

 
て東，南，北の三方向から包囲されていること，及び西側に大刈込を設置し境界とし

ていることから，総体的に西側への方向性を有する。庭園の内部から，西方向，北西

方向へ連なる山々を一望できる。隣雲亭は園内建築の一つであり，借景を観賞する視

点場として特別に設計された（図－21）。可視分析からわかるように，隣雲亭は 7.92 
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図－２３ 修学院離宮上御茶屋庭園平面図（ベースマップは森蘊『日本の庭園』より） 

キロ離れた十三石山の最高峰にちょうど面しており，十三石山海抜は 495 メートルで

あるため，隣雲亭から眺望できる山々の最高地の一つである（図－22）（図－23）。

吉水園と修学院離宮上御茶屋庭園においても類似するところがあり，庭園の主な眺望

方向は 1.08 キロ離れた百々山である。このほかにも，西江寺庭園においても似たよ

うな特徴をみることができた。西江寺庭園は山麓に位置し，距離が一番近い斜面は庭

園の南東側に，庭園観賞方向及び主建築の方向は北東である。庭園は枯山水様式で，

大刈込を境界としている。『日本庭園史大系』及びほかの文献が収録している西江寺

庭園の眺望の写真からは，庭園正面刈込の境界を越えて庭園正面右手側の山を眺望で

きて，山の形状が緩曲線であることが伺える（図－24）。可視性分析から，庭園が眺

望可能な対象は庭園北東側の支脈であることがわかった。距離は約 200 メートルであ

り，仰角は約 10 度である。しかしながら，より広範囲にわたる可視性分析を行うと， 
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図－２４ 西江寺の借景（重森三玲『日本庭園史大系』より） 

 

図－２５ 西江寺庭園に関する可視分析 

 

庭園及び主建築は泉森山という海抜 755 メートルの高い山に面しているということが

分かった（図－25）。また，可視性の三次元シミュレーションから，西江寺庭園所在

地から泉森山が眺望できることが分かった（図－26）。山の形態においても鮮明な特

徴が備わっている。同時に，『日本庭園史大系』に収録されている重森三玲が庭園を

实測したときに描いたデッサンにおいても類似する眺望景観が描かれている（図－

27）。この形態からも主要な眺望対象は泉森山であることが判断できる。より広範囲 
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図－２６ 泉森山までの眺望のシミュレーション 

 

図－２７ 重森三玲の西江寺庭園に関するデッサン（重森三玲『日本庭園史大系』より） 

 地域における可視分析からわかるように，西江寺庭園周辺にはいくつかの高山が存在

するにもかかわらず，庭園所在地から眺望出来る対象の中では，泉森山が一番高い。

もうひとつ考えられる理由として，設計施工当初では，庭園境界の刈込は今のように

高くなく，庭園の借景はランドマーク性を持つ泉森山を主要対象として行った可能性

もある。 

より顕著な例は以下の二つの庭園，成就院庭園及び柴屋寺庭園である。一つ注意し

たいのは，日本庭園において，庭園の設置と書院の向きは多くの場合で水源の方向に
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大きく影響されることである。水源はおおよそ斜面上を源としていることが多いため，

多くの庭園設計において，斜面に寄り添う形で池を設置し，その池を景観中心として，

主建築は自然と斜面に対面して設置されることが多い。しかしながら，この二つの庭

園は配置におけるこの慣例を破っている。成就院庭園は斜面の西側に位置しているが，

書院は東方ではなく北側に面している。よって刈込を境界として北方の谷を借景とし

ている。しかしながら，成就院庭園の例からわかるように，水源の方向は確かに西側

の斜面からであり，現に池の入水口は池の南東隅にあるが，書院建築は斜面に面して

いるのではなく，北側に面していることから，この配置は借景の影響を大きく受けて

いるといえる（図－28）。借景対象の特徴に関しては，可視性分析からわかるように，

成就院庭園から眺望されている湯屋谷は庭園が所在している地域環境中唯一の借景

対象である可能性が高い（図－29）（図－30）。より典型的な例は柴屋寺庭園である。

同じように柴屋寺庭園は斜面の西側に位置し，水源は庭園の東側の斜面から引いてい

るが，慣例とは異なり，現状は水路を使って水源と池を接続している（図－31）。書

院建築は池と斜面の間に設置し，完全に斜面を背向するように位置する。同時に，周

辺地域の地形及び可視性分析からわるのは，柴屋寺庭園の正面に位置する借景対象は

可視範囲内での最高峰であり，大きな仰角を有する（図－32）（図－33）。この二つ

の例から，庭園方向と斜面方向及び水源方向が異なる理由は，借景の影響を大きく受

けているためといえる。すなわち，庭園方向は借景対象によって選定されている可能

性が極めて高いのである。 

これらの借景庭園と眺望対象の間の相関関係，及び眺望対象としての山における共

通する特徴より，庭園の設計上これらの眺望対象の存在と影響を考慮している可能性

が極めて高いと考えることができる。 

实際に，山に背向する借景庭園が意識的に周辺地域において象徴性が高い山を借景

対象として，比較的強い借景意識を示しているだけではなく，ほかの方向性が比較的

強い借景庭園においてもこの特徴が表れている。鹿児島知覧における庭園らはこの典

型例である。『日本庭園史大系』では 3 点の類似する知覧の庭園を収録しており，庭

園配置及び借景において極めて似た特徴を有する。平山亮一氏庭園を例にとると，庭

園は南北二つの山脈に狭まれた街区に位置し，庭園は主建築の北側に設置されている

（図－34）。庭園の主要観賞方向と主建築の正面方向はいずれも北向き，より正確に

は北北西向きである。庭園は大刈込を境界とする枯山水様式であり，刈込を通して庭

園北東方約 2.69 キロ以外の母ケ岳が眺望出来る（図－35）。興味深いのは，庭園は L

字型に設計されており，すなわち主建築正面が面している庭園以外にも，庭園は主建

築の東側面にまで延長され，よって庭園に東方向の観賞可能性が付与されている。し 
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図－２８ 成就院庭園の立地と平面図（平面図は重森三玲『日本庭園史図鑑』より） 

 

図－２９ 成就院庭園に関する可視分析 

 

 

図－３０ 成就院庭園の借景のシミュレーション 
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図－３１ 柴屋寺庭園の立地と平面図（平面図は重森三玲『日本庭園史図鑑』より） 

 

図－３２ 柴屋寺庭園に関する可視分析 
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図－３３ 天柱山までの眺望のシミュレーション 

 

図－３４ 平山亮一氏庭園平面図（重森三玲『日本庭園史大系』より） 
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図－３５ 平山亮一氏庭園の借景 

 

図－３６ 平山亮一氏庭園に関する可視分析 
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図－３７ 平山亮一氏庭園から四方の山並みまでの眺望のシミュレーション 

 

図－３８ 北の山の眺望に関する可視分析とシミュレーション 

 

 

図－３９ 母ケ岳までの眺望のシミュレーション 
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たがって庭園全体の観賞方向はおおむね北東に面しており，すなわち母ケ岳の方向で

ある。このために東側の刈込が特別に北側より低く設置されているとみられる。また，

可視性及びシミュレーション分析からわかるように，ただ地形要素のみを考慮した場

合，庭園所在地では四つすべての方向に山が見える（図－36）（図－37）。特に北方

には山の景色がはっきり見え，仰角は約 8.1 度であり，母ケ岳を眺望する 8.13 度の

仰角と非常に近い（図－38）。しかし可視性分析から，眺望対象としての母ケ岳は庭

園周辺地域の最高峰であり，圧倒的な象徴性を持っていることが分かった（図－39）。 

 

４．京都における臨済庭園からみた借景の遍在性 

前述の分析により明らかとされたように，借景庭園における典型は主に臨済宗寺院

の庭園である。ここからは京都地域において現存する臨済宗寺院の庭園について分析

していきたい。 

『日本庭園史大系』などを参考に，京都地域の臨済宗寺院の庭園を整理すると，計

32 か所の庭園の实例を得ることができた8（表－3）。そのうち 8 か所は大徳寺境内の

塔頭庭園（方丈庭園を含む），8 か所は妙心寺境内の塔頭庭園，3 か所は南禅寺境内

の塔頭庭園であり，ほかには天竜寺方丈庭園，残りの 7 か所は臨済各派の独立寺院の

庭園である。32 か所の庭園中大部分は中世後期から近世初期に作られており，よって

ここでは主に当時の歴史環境条件下において，これらの庭園及び庭園らが代表する臨

済宗庭園に共通する借景の特徴の存在の可能性と構成に関して議論していきたい。そ

のうち正伝寺庭園，天竜寺方丈庭園，南禅寺本坊方丈庭園など 7 庭園を本研究では借

景庭園として扱い，これらの借景方式と構成を参考基準とする。 

32 庭園の立地は山腹，山麓，平地の三種類に分けられる。山腹に属するのは正伝寺

庭園，円通寺庭園，高台寺庭園などであり，山麓は南禅寺を含む各塔頭庭園である。

天竜寺方丈庭園，霊鑑寺庭園，林丘寺庭園などは平地に属する。しかしながら，京都

の三方向を山に包囲されている地形的特徴から，平地に位置する庭園においても，山

からの距離が遠いとはいえない。また，歴史的理由より，臨済宗を主体として禅宗寺

院は多く中世及び近世時期の京都市区範囲外の郊野に分布していたため，ほかの宗派

と比較すると，比較的周辺の山系と隣接している。そのうち大徳寺，妙心寺が山系と 

                                                 
8 ここでいう京都地域というのは主に京都市を指しており，したがって酬恩庵の庭園は今しばら

く分析しない。同時に収集した 32 か所の庭園は江戸時代及びそれ以前のものであり，『日本庭

園史大系』では近代に設計建造された東福寺方丈庭園等 5 か所の庭園を収録しているが，これ

らについても研究の対象としない。また，分析の主な対象は枯山水庭園と比較的小型の池泉庭

園であるため，大規模な池泉庭園，例えば鹿苑寺庭園慈照寺庭園等は分析の対象範囲ではない。 
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表－３ 京都における臨済宗庭園に関する分析 

庭園 時代 所属 立地 様式 観賞方向
見切

り

境界と
す る 刈

込

借景に
つ い て

方丈書
院 の 方

向

設定さ
れ た 眺

望 方 向

眺望対
象

距離
k m

仰角
度

竜源院庭園 室町 枯山水 南 塀 南
大仙院庭園 室町 枯山水 北，東 塀 内 南
真珠庵庭園 室町 枯山水 南，東 塀 内 借景 南 東 比叡山 7.67 5.12
聚光院庭園 桃山 枯山水 南 刈込 外 南

孤篷庵庭園 江戸初期 枯山水 南，西 刈込 外 借景 南 西
大文字

山 0.97 9.44

大徳寺本坊
方 丈 庭 園 江戸初期 枯山水 南，東 塀 内 借景 南

芳春院庭園 江戸中末期 池泉観賞 北，西 塀 内 西 北 城山 4.27 5.06
竜光院庭園 江戸中末期 枯山水 南 塀 内 南 南 船岡山 0.37 4.54
退蔵院庭園 室町 枯山水 南，西 樹木 南 南 極遠 極小
霊雲院庭園 室町 枯山水 南，西 塀 南 西 雙ケ岡 0.51 5.8
玉鳳院庭園 桃山 枯山水 西 塀 南
雑華院庭園 江戸初期 枯山水 南 塀 南
妙心寺小方

丈 庭 園 江戸中末期 枯山水 南 塀 南

桂春院庭園 江戸中末期
枯山水，

露 地 南，東
刈込
樹 木 外 南 東 比叡山 10.92 3.76

東海庵庭園 江戸中末期 枯山水 西 塀 南
春光院庭園 江戸中末期 枯山水 南，西 塀 南

北（天
球 院 ） 衣笠山 1.12 7

芬陀院庭園 室町 枯山水 南 樹木 内 南 南東 稲荷山 1.48 6.29

普門院庭園 江戸初期
池泉観賞

枯 山 水 東
築山
樹 木 東 南東

西（方
丈 ）

ポンポ
ン 山 14.49 2.43

北（方
丈 ） 愛宕山 15.76 3.11

両足院方丈
庭 園 桃山 枯山水 南，東 塀 南

両足院書院
庭 園 江戸中末期 池泉観賞 北，東

築山
樹 木 東

霊洞院庭園 江戸中末期 池泉観賞 南，東 塀 内 南 南 極遠 極小
西（境

内 ） 愛宕山 14.35 3.47

金地院庭園 江戸初期 枯山水 南，東 樹木 南 南 東山 0.94 9.26
南禅寺本坊

方 丈 庭 園 江戸初期 枯山水 南 塀 借景 南 南東 東山 0.24 18.82

南禅院庭園 鎌倉 池泉観賞 南，西
築山
樹 木 西 西 妨げ

西（境
内 ） 愛宕山 15.45 3.14

天竜寺方丈
庭 園 鎌倉 天竜寺 山麓

池泉観
賞 ， 回 遊 西 樹木 借景 西 嵐山 0.91 21.12

円徳院庭園 桃山 平地 枯山水 北，東
築山
樹 木 東 東 東山 0.64 13.04

高台寺庭園 江戸初期 山腹
池泉観

賞 ， 枯 山

水

南，東
樹木

塀 南 東 東山 0.57 13.44

霊鑑寺庭園 江戸初期 山麓
池泉観

賞 ， 枯 山

水

南，東
築山
樹 木 南 南東 山 0.3 19.41

正伝寺庭園 江戸初期 山腹 枯山水 東 塀 内 借景 東 比叡山 8.37 4.68
竜安寺庭園 室町 山麓 枯山水 南 塀 南 南 男山 17.24 0.02
円通寺庭園 江戸初期 山腹 枯山水 東 刈込 外 借景 東 比叡山 5.44 7.45

林丘寺庭園 江戸初期 天竜寺派 山麓 池泉観賞 北，東
築山
樹 木 北 東 山 0.48 19.23

平地

平地

平地

平地
7.96

妙心寺派

東 清水山

南禅寺

建仁寺派

南禅寺派

1.43

山麓

大徳寺

東福寺

建仁寺

妙心寺

 

一番遠いが，それでも 1 キロ範囲内である。天文年間（1532-1555）以降の京都市街

と寺院分布からわかるように，多くの禅宗寺院は市街地範囲にはなく，妙心寺，天竜

寺などの位置は完全な郊外である（図－40）。よって当時庭園と周辺山脈との視線の

関係は周辺の村の建築などによる阻害を受けている可能性は小さかったといえる。 



第五章 日本庭園における借景庭園の構成  

 182 

 

図－４０ 天文年間以降京都における寺院の分布（足利健亮『京都歴史アトラス』より） 

 

図－４１ 歴史に関する地図にみる大徳寺の所在地区の状態及び変遷（一段目左から順に，桃
山時代，延宝元禄期間，天明文化期間，大正四年，京都市史編纂所『京都の歴史』より） 

 



第五章 日本庭園における借景庭園の構成  

 183 

 

図－４２ 大徳寺境内図（山根有三『大徳寺』より） 

 

図－４３ 大徳寺に関する可視分析 

大徳寺境内の各庭園を例に分析を行った。中世及び近世の京都都市地図をみると，

桃山時代大徳寺周辺は北側の神社以外ほぼ空白の状態である（図－41）。延宝（1673

－1681）元禄（1688－1703）期間，北側に紫野村などが現れ，南東側は町地として開

発されていった。天明（1781－1788）文化（1804－1817）期間では，周辺開発が一層

盛んとなり，東，北，西三方向に町地が出来ている。一方で本坊方丈，真珠庵の東側
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は引き続き空白地域であることに注意したい。この状態は尐なくとも明治期まで継続

し，大正四年（1915）の地図で初めてこの地域に立地利用がなされていることが反映

している。よって，江戸初期以前では，大徳寺境内の各庭園の東向き，西向き，南向

きの眺望は都市建設による阻害を受けていないということができる。これを前提に，

三次元のシミュレーションを行った。まず大徳寺境内の中心位置を基準点として大範

囲にわたる可視範囲をシミュレーションして，各方向の眺望可能な対象を明確にした

（図－42）（図－43）。次にそのうちの真珠庵庭園（図－44），孤篷庵庭園（図－45），

竜光院庭園（図－46），芳春院庭園（図－47）の東向き，西向き，南向き，北向きの

眺望状況を逐次分析した。ここから以下の四つの眺望対象が得られた：比叡山，大文

字山，船岡山，城山である。これらはいずれも各方向から眺望できる最大仰角を有す

る山である。結果として，一番小さい仰角でも約 5 度，真珠庵庭園から比叡山を眺望

する仰角は 5.12 度あることが分かった。前述の分析より真珠庵庭園と大徳寺本坊方

丈庭園の借景方式はほぼ一致し，『日本名園図譜』において描写された当時の状況か

ら判断して比較的低い刈込を境界とし，仰角約 5 度でも相当顕著な借景場面が得られ

ることが分かった（図－48）。現存の各庭園の境界は主に壁であり，聚光院庭園など

二つの庭園のみ刈込を境界としていて，そのうえ比較的高い。そのうち 7 個の庭園中

の壁の内側に長い線形の刈込が植えてあることに注意されたい（図－49）。十分な歴

史的根拠には乏しいが，歴史上江戸末期以前では主に刈込を境界としていた可能性を

否定できない。『都林泉名勝図会』で描かれている江戸中期の真珠庵庭園寸松庵庭園

など庭園の図面において，低いまがきを境界としている状況も見受けられる（図－50）。

加えて，壁を境界としている場合でも，8 ヶ所の庭園の多くは小スケールの枯山水庭

園であり，類似する正伝寺庭園を参照とすると，正伝寺庭園から比叡山を眺望する仰

角は 4.68 度であり，したがって壁を境界とする条件においては，5 度くらいの仰角で

も十分顕著な借景ができることが分かった（図－51）。よって以下のように推論した

い：尐なくとも江戸初期以前に，大徳寺境内塔頭庭園，特に境地周辺においては，ど

こにおいても借景が存在していた可能性が高い。 

前述の分析方法を同様に立地が平地の庭園に当てはめてみると，以下のような推論

が得られる：妙心寺の塔頭庭園，東福寺の塔頭庭園，建仁寺の塔頭庭園，円徳院庭園

はそれぞれ西向き及び北向き，南向き，東向き，東向きからの山の借景を有する可能

性が非常に高い。 

次に山麓に位置する庭園を考察してみたい。竜安寺庭園のような山麓に位置するが，

接近する山に面していない状況を除くと，庭園の眺望仰角は非常に大きい。しかもそ

のうち多くの例としての借景が今日まで保存されている。重要な理由として考えられ 
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図－４４ 真珠庵庭園に関する可視と断面分析及び眺望のシミュレーション 

 

図－４５ 孤篷庵庭園に関する可視と断面分析及び眺望のシミュレーション 
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図－４６ 竜光院庭園に関する可視と断面分析及び眺望のシミュレーション 

 

図－４７ 芳春院庭園に関する可視と断面分析及び眺望のシミュレーション 
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図－４８ 大徳寺本坊方丈庭園の借景（本多錦吉郎『日本名園図譜』より） 

 

図－４９ 竜光院庭園平面図（重森三玲『日本庭園史大系』より） 

 

図－５０ 碧玉庵庭園（秋里籬島『都林泉名勝図会』より） 
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図－５１ 正伝寺の借景 

 

図－５２ 正伝寺の借景に関する断面分析 

るのは眺望対象が近く，仰角が大きく，周辺環境変化の干渉を受けづらいからである。

また，山腹に位置する 3 庭園を見ると，その借景は今でも破壊されておらず，正伝寺

庭園円通寺庭園が現存借景の典型となったように，その理由は庭園と眺望対象の間に
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おける理想的なコンケーブの地形が存在するため，借景が周辺環境変化及び都市化の

進展過程に影響されにくいからである（図－52）。 

以上を通して，京都に位置する臨済宗寺院の庭園ではその独特の立地環境と庭園要

素の形式により，尐なくとも江戸初期以前より借景が遍在的に存在していたこと，ま

たその時期より現在まで，異なる立地条件庭園の借景は異なる変遷をたどっており，

そのうちコンケーブ地形は借景にとって存続の重要な要件であることが明らかにな

った。 

 

５．本章のまとめ 

本章では三つの観点から：日本の借景庭園の代表としての 31 ヶ所の庭園，12 ヶ所

の背山配置の庭園，及び京都地域の 32 ヶ所の臨済宗庭園を取り上げ分析し，詳細に

各庭園の借景の視覚上の要素及び構成関係を統計した。 

31 ヶ所の借景庭園の分析から，庭園の方向性及び「大小性指数」との間に強い関連

性が存在することを見出した。すなわち借景庭園の眺望の「大小性指数」が大きくな

るにつれ，その方向性も強くなることである。よって庭園設計においては借景に対す

る意識と眺望対象のスケールが強く考慮されたと考えられ，眺望対象のスケールが大

きいほど，借景に対する能動的意識を強くいだいて庭園が設計されたと考えることも

できる。さらに，借景庭園は潜在的「大小性指数」の値が大きい環境条件下で配置さ

れ，「小中見大」の意匠，すなわち小さい庭園空間を通してより大きい借景空間を覗

き見ることによってなされる大と小の対比が，借景及び借景庭園が内包する本質的な

設計理念を考えることができる。 

同時に，「小中見大」と方向性の関係にみられる借景意識を，10 ヶ所の背山借景庭

園の分析においてさらに確認することができた。これらの庭園は山に対面する配置と

いう伝統的慣習に反し，借景対象の多くが共通の特徴を有する：眺望対象としての山

は周辺地域が庭園可視範囲内における顕著なランドマークである。この特徴はほかの

方向性が比較的強い借景庭園においても見受けられる。これは「小中見大」の意匠の

「大」と対応している。他方，この特徴及び反映される強烈な借景意識によって，こ

れらの庭園の方向乃至は配置全体が借景対象によって確定された可能性が非常に高

いと推測できる。 

さらに，32 ヶ所の臨済宗庭園の分析から，京都に位置する臨済宗寺院の庭園では独

特の立地環境と庭園要素の形式に対応する形で，尐なくとも江戸初期以前，借景が遍
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在的に存在していたことが分かった。同時に借景庭園と借景対象の間のコンケーブ型

の地形が，借景庭園の存続に関わる重要な条件であることが分かった。 
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第六章 比較と結論 

１．まとめ 

本研究の各章を通して得られた成果を下記にまとめる。 

第一章では中国と日本における借景に関する既往研究を整理して，研究課題を明確

にし，研究の目的及び方法について述べた。 

第二章では中国造園における借景の概念及びその変遷を考証し，その上借景を成り

立たせる構造を分析した。その結果以下のことを明らかとした。 

宋時代の黄庭堅の「借景亭」が借景という用語の濫觴であり，その後の借景という

用語の変遷に多大な影響を与えた。その後清時代の李漁の「尺幅窓」は借景の流れと

造園史において重要である。これら「借景亭型」と「尺幅窓型」の構造は小規模な技

法であり，園内から園外までの眺望とは異なるといえる。それに対して明時代に著さ

れた『園冶』の借景の概念は例外である。ただし『園冶』は最初に「借景」を系統的

に解説したにもかかわらず，古典の「借景」に与えた影響は弱いと考えられる。古典

の「借景」，特に「尺幅窓型」の構造において，視覚体験に関して無意識から意識へ，

客体への意識から媒介と主体への意識へという展開が認められる。近代以降の借景と

いう用語は，『園冶』の借景を基礎とするという理解が陳従周などの研究には支配的

であった。借景の構成は古典の「借景亭型」と「尺幅窓型」から大規模な「遠眺型」

に変わってきた。近代の研究において，借景という用語は単純な眺望に近づく傾向が

みられる。 

第三章では日本の造園における借景の概念のはじまりを考証し，その展開について

特に近代以降の造園研究における概念の変遷を整理し，さらに典型とされる借景庭園

の事例を収集し，空間構造特徴を分析した。その結果以下のことを明らかとした。 

「借景」は最初に『園冶』ではなく黄庭堅の詩集によって中国から伝来した。万里

集九の『帳中香』は日本における「借景」の濫觴である可能性が高い。しかし，造園

の領域における「借景」の誕生は明治期である。明治期に，「借景」が次第に論じら

れるようになり，小沢の「園苑源流考」によって「借景」は日本の庭園及び造園研究

に結びつけられた。この時期の借景の概念は『園冶』に解説された概念に近く，遠距

離の眺望に当たるということができる。明治期に「借景」はこの時期の『園冶』の普

及によって展開したと推測される。その背景には明治期からの近代美術と庭園研究と

造園学の萌芽はいうまでもなく，明治期における近代公共図書館の発展と古籍のパブ
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リック化ということも見逃せない要因として挙げられる。このように明治期以降の造

園研究における「借景」は『園冶』から取り入れられたと考えられる。近代以降，「借

景」に関する定義や議論が多く重ねられてきた。借景の概念は明治期の眺望に当たる

借景の概念と比べると，次第に狭く，厳しく，複雑に定義されてきたことがわかった。

このプロセスは「借景」を造園学の高度な専門用語として確立することであった。こ

の系統化と専門化の確立過程において，極端化の傾向がみられる。その結果借景の概

念は『園冶』における借景の概念から離れてきた。これまでに様々な概念が現れたが，

「借景」の定義はまだ十分に成立していないのが現状といえる。数多の既往研究で借

景に結び付けられた庭園は非常に多く，性格も様々である。その中で，代表的とされ

る庭園，たとえば大徳寺本坊方丈庭園などは「小中見大」という空間意匠として整理

することができた。このような庭園の例は「借景」の様々な定義との間にいくつかの

関連性がみられ，『園冶』の借景の意匠とも中国の庭園意匠とも異なっている。この

ように，日本の造園における借景の概念は『園冶』から離れ，日本庭園独自の意匠と

して展開してきたと考えられる。 

第四章では中国庭園における眺望の一般モデルをまとめた上で，蘇州地域における

庭園を考証·調査し，特に拙政園を典型例としてその水景と境界の変遷を考証し，眺

望との関連を分析し，さらに眺望対象ごとに塔を眺望対象とする庭園と山を眺望対象

とする庭園を考証·調査し，それらに関連する造園理念を以下のように明らかにした。 

庭園における眺望に関する一般モデルは「登高眺遠」，即ち庭園内の楼閣或は築山

などの高所から園外に位置する山などの風景を眺めることである。この一般モデルで

は，視対象までの遠距離と視野の広さが重要視されている。さらに，庭園の配置にお

いて眺望の視点場とする高所が景観シークエンスの終端部に設定されることも造園

における理想的なモデルということができる。借景の典型である拙政園の眺望に関す

る分析から，時代とともに庭園の配置が変化し，眺望に関する意識も変化したことを

明らかとした。明代から清代末期までに蘇州古城において，塔は通常見ることのでき

た風景であったのに対して，郊外の山の風景は通常眺望できなかったと推定される。

創立期における拙政園から北寺塔は眺望できたが，水景が現在の状態とは異なってい

た。現在の借景における優れた視覚構成は清代中期から形成され，清代後期に完成し

たものと推測される。さらに，創立期の拙政園は境界性が弱く，庭園は周辺の田野に

溶け合うように存在していたと推測される。その結果，塔の眺望は古城における日常

的風景であり，塔よりも山が造園上は意識されていた可能性が高かったといえる。続

いて塔影に関する調査における 10 ヶ所の庭園の分析からは，「隔」という概念が重

要なものとして考察された。すなわち古城における一般的な塔の眺望に対して，空間
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的な境界に隔てられた庭園からの塔の眺望が造園では意識されていた可能性が高い

ことが推測された。さらに，10 庭園ほとんどが小庭園であり，囲み性が強いことも明

らかとなった。塔影に関する分析の結果，境界性及び境界性がもたらす囲み性と眺望

の関連は拙政園における眺望の特性とも合致した。一方で見山庭園の分布の分析に基

づいて，庭園の立地は山の眺望よりも山に近いことが重要視され，「山林第一」であ

ったことが推察された。さらに見山庭園において，山から遠ざかる庭園では眺望視点

場の配置は理想的なモデルに合致し，高所が景観のシークエンスの終端部に設置され

ている。それに対して，山に近い庭園における景観のシークエンスには理想的なモデ

ルとの間に齟齬があった。なお眺望において高い視点と比べると低い視点の事例は非

常に尐なく，収集された例はすべて山に近い庭園であった。低い視点の場合，視点場

は堂という建築であることが多く，山の眺望は主景ではなかったことが推定された。 

眺望に関する理想的なモデルでは，眺望の視点は庭園の高所であり，高所は遊覧経

路の終端部に設置され，さらに遊覧経路に沿って景観シークエンスが小から大まで，

低から高まで，近から遠までのように変化をもって意匠されていることがわかった。

また，「遠」という意匠，即ち距離が遠く範囲が広い眺望対象が理想的なモデルには

期待されていることが考察された。これらのことから，理想的な眺望対象は庭園から

ある境界によって隔てられ，眺望の高所に限り眺められるものとして考えられてきた

ことが整理された。言い換えれば，理想的なモデルは「登高眺遠」の際に，空間と視

野の激的変化が意匠されているものといえる。理想的なモデルとともに，造園におけ

る実用あるいは現実的な要素が混在していることがうかがえる。 

第五章では日本庭園における借景庭園の事例を収集した上，景観工学の手法などに

基づいて設定された指標で 31 ヶ所の借景庭園を分析し，その中の山に背向するよう

に設置されている庭園を 10 ヶ所考察し，さらに京都地域における主要な臨済宗寺院

の庭園に関する分析を行い，江戸初期における借景の可能性と様子を推論した。その

結果以下のことを明らかとした。 

31 ヶ所の借景庭園の分析から，庭園の方向性と「大小性指数」との間に関連性が存

在することを見出した。すなわち借景庭園の眺望の「大小性指数」が大きくなるにつ

れ，その方向性も強くなることである。よって庭園設計においては眺望対象のスケー

ルと借景意識の間に強い関連性が存在し，眺望対象のスケールが大きいほど，借景に

対する意識がより強いということができる。三章でみた「小中見大」の意匠，すなわ

ち小さい庭園空間を通してより大きい借景空間を覗き見ることによってなされる大

と小の対比は，借景及び借景庭園が内包する特質と理想形式である。同時にこのよう

な借景への意識は，10 ヶ所の背山型の借景庭園の分析においても確認された。これら
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の庭園は山に対面する配置をするという伝統的形式に当てはまらない。そして借景対

象の多くが眺望対象としての山が庭園からの可視範囲内における顕著なランドマー

クであるという共通性をもつ。この特徴及びそれに反映される借景意識によって，こ

れらの庭園の方向乃至は配置全体が借景対象によって確定された可能性が非常に高

いと推測できよう。さらに，独特の立地環境と庭園要素の形式から，尐なくとも江戸

初期以前，京都に位置する臨済宗寺院の庭園では借景が遍在的に成立していたことが

分かった。同時に，いくつかの分析によって，借景庭園と借景対象の間のコンケーブ

の地形は，庭園の借景を維持する上で，重要な条件であることが分かった。 

 

２．比較 

２－１．展開の経緯について 

中国と日本造園では借景の用語と概念が同じ典籍から生まれたことがうかがえる。

具体的には，黄庭堅の「借景亭」という漢詩が最初に借景を指摘した。黄庭堅に指摘

された借景の用語は日本へ伝来し，万里集九に受け継がれた。一方，中国と日本の両

方の近代造園研究では『園冶』における借景の概念が用いられている。『園冶』は中

国の明代後期に上梓され，清代に日本へ導入された。同時に，中国においては絶版に

なり，近代の中国学者によって日本から中国へ逆輸入された。しかし，中国と比べる

と，日本では借景が古典籍において流布したことが非常に尐ない。本格的な導入は近

代造園研究の先行者によって完成された。 

中国と日本の両方の造園学とも近代初頭に借景が『園冶』から導入された。借景に

関する解釈は概ね同じであり，「遠眺望型」として理解された。以降，両方の間の差

異は次第に大きくなった。中国では，借景の意味する範囲が次第に広げられ，借景と

して指摘されている庭園が多くなってきた。日本では，逆に狭くなり，「本格的借景」

あるいは「本格的借景庭園」という言い方がよくみられるようになった。 

これに関して，以下の要因が考えられる。中国では，現存する庭園の実例は尐なく，

主に『園冶』を基準として借景を把握している。『園冶』における論述と解釈は厳密

な定義あるいは推論ではなく，文学的な变述に基づいて行われている。それに対して，

日本では，庭園の実例が多く，借景の概念は次第に『園冶』から離れ，庭園の構成に

よって規定されるようになった。また，中国では，借景に関する議論と研究は非常に

尐なく，また内容の重複も尐なくない。一方日本では，関連する研究は極めて多い。
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この中で，研究者が研究自体の独自性の確保のため，以前の研究成果と異なる知見を

作り出す傾向がみられる。その結果，借景に関する概念は差別化と狭義化を進めるよ

うになっていたことが考えられる。 

一般に，日本庭園は中国庭園から多大な影響を受けてきたと認識されている。しか

し，中国庭園の影響はあるものの，借景の差異をみると日本庭園自体も高度な完結性

と独自性を持っていることが判る。中国と日本の現存庭園にみられる大きな差異もこ

の独自性の蓄積の表れといえる。 

２－２．造園理念について 

 借景の構成に関しては，中国では「登高眺遠」というモデルをベースとして，借景

に関する造園理念としては「小後見大」という理念の存在が提案できる。一方で日本

では，低い視点からのかつ定点からの眺望というモデルであり，「小中見大」という

造園理念がみられる。 

 両国における借景に関する造園理念には，「大」と「小」の比，「小」を通って「大」

を見るということは共通している特徴である。さらに，中国では，庭園における遊覧

経路に沿う空間分節，スケールが大きい空間と小さい空間の組み合わせから生じる空

間のリアリズム，視線の止揚などの意匠に「大」と「小」の比の理念が明らかにみら

れる。日本の借景庭園にも一部にこのような理念はみられ，特に慈光院庭園には現存

する蘇州庭園のような景観シークエンスの配置がなされている。 

 眺望対象に関しては，中国では「遠」のもの、境界に隔てられているもの，高所に

限られて見えるものなどが理想的であり，日本では尺度が巨大な山が理想的である。 

 しかし，眺望に関する意識に差異がみられる。日本では現存する典型的な借景庭園

は特定の借景対象に基づいて庭園の方向と配置を定めた可能性が非常に高く，借景は

庭園風景の不可欠な要素になっている。中国では外景が眺望できる庭園においても庭

園と外景の関連性は強くなく，庭園自体の完結性が高い。多くの庭園では，造園設計

時に外景を意識しなかった可能性が高い。例えば，いくつかの庭園は，塔までの眺望

が命名されているが，園記の記述をみれば庭園が完成した後に，塔の眺望の風景が意

識されていたことがうかがえる。また，園記における眺望に関する様々な記述から，

眺望対象として，一つの特定の山ではなく山並みが注目されていることがわかった。 

 また，境界に関しては，日本では現存する多くの借景庭園に刈込がみられる。一方

中国では，現存する庭園には主に塀が設置されているが，庭園の境界に関しては歴史

的には様々な形態の可能性がある。塀以外にも，まがきなどに囲まれたケース，ある
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いは囲まれていなかったケースなどの諸形態がある。刈込の記述もあるがこれを庭園

の境界とする実例は見付けられなかった。 

 さらに，理想的な構成及び理念として，名称が示すように「小後見大」と「小中見

大」の間には差異がうかがえる。前者は景観シークエンスの展開とともに小を経て大

までの接続であり，後者は観賞のレンズとして小を通って大を見ることを指している。

何故ならば，明代後期以降の蘇州庭園の多くは，スケールが大きくないが，数多の建

築物が観賞の場所として設置され，日本庭園における回遊式に当たるということがで

きる。したがって，第五章における方向性に関する分析方法に基づいて，中国庭園は

方向性が弱く，借景の意識が強くなく，眺望は景観シークエンスの一節にすぎないと

判断できる。日本江戸期の大名庭園と比べると，スケールと手法が異なるが，似てい

る特徴を持っている。例えば小石川後楽園のような庭園では，高い築山が配置され，

遠眺の視点場になっている。 

 日本では借景庭園というほどに借景を中心的主題とする庭園の類型が生まれたこ

とに対して，中国では借景は庭園における景観構成の一節にすぎない。この背景とな

る要因として，異なる立地環境による山と庭園の関係があると考えられる。日本では，

京都などの地域で，多くの山に囲まれている環境が形成されている。中国では，蘇州

などの地域は，ほとんどが平地であり，山ではなくいくつかの丘陵が分布している。

日本庭園の場合では，庭園と周囲の自然との繋がりが比較的強いといえる。このよう

な異なる自然環境から生まれた庭園の特質さらに自然観にも差異がみられ，借景はそ

の中の一例であるということができる。 

 

３．結論 

設定された四つの目的に対して，以下の四つが研究から得られた結論の概要である。 

①借景の展開に関しては，中国と日本造園では借景の用語と概念が同じ典籍から生

まれたことがうかがえる。具体的には，黄庭堅の「借景亭」という漢詩が最初に

借景を指摘した。黄庭堅に指摘された借景という用語は日本へ伝来し，万里集九

に受け継がれた。その後，中国と日本の両方の造園学とも近代初頭に借景が『園

冶』から導入された。借景に関する解釈は概ね同じであり，眺望のように理解さ

れていた。近代以降，両方の間の差異は次第に大きくなった。 

②借景の構成に関しては，中国では「登高眺遠」というモデルがあり，それに反映

された借景に関する造園理念として「小後見大」という理念が提案できる。一方
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で日本では，定点でかつ低い視点からの眺望というモデルであり，「小中見大」

という造園理念がみられる。 

③借景の一般理念に関しては，両国ともに「大」と「小」の比，「小」を通って「大」

を見るということが共通の特徴である。眺望対象に関しては，中国では「遠」の

もの、境界に隔てられているもの，高所に限って見えるものなどが理想的であり，

日本では尺度が巨大なものが理想的である。 

④両国の間における顕著な差異として，日本では借景を主題とする借景庭園という

「式」が生まれたのに対して，中国では借景は庭園における景観構成の一部にす

ぎないということができる。 
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 「借景」は，日本と中国において，近代以来の造園学研究における数尐ない共

通の用語であり，かつ重要な概念の一つである。また日本と中国双方において，

借景を擁する庭園という評価の定着した庭園が多くみられる。しかし，現在の日

本と中国における借景には，その概念においても実際の庭園にみられる空間や景

観の構成においても，同一とは言いがたい差異がある。 

これに対して，日本と中国の造園学研究では，借景の概念と技法を対象とした

系統立った研究がともに未だ存在せず，また両国の借景の比較研究も進んでいな

い現状にある。そのため借景という概念や技法が歴史的な時間軸上あるいは地理

・文化的な空間軸上で相対視されることのないまま，個々の議論や実践が展開さ

れているという状況にあり，学術的にも多くの課題を残している。 

そこで本研究は，日本と中国の造園における「借景」を対象として，その概念

と技法の特質を，歴史を含めた相対的視点から明らかにすることを目的とする。

具体的には，日本と中国双方における，１．借景という用語と概念の展開と変遷，



 

 214 

２．借景の造園的技法と庭園に実現された構造，３．借景の概念と技法に内包さ

れている造園上の理念，を明らかとすること，さらに４．以上を踏まえた日本と

中国の比較考察，の四点を研究課題とする。 

第一章では，上記の研究の背景と目的，本研究の視点，既往研究のレビューを

ふまえた研究の位置づけを示すとともに，研究の方法，論文の構成および用語の

定義等について述べた。 

第二章では，中国における借景の用語の起源と，古典文献から近代の研究に至

るまでの概念の変遷，および各概念に反映されている借景の構造の特徴を明らか

にした上で，現在理解されている借景の概念と近代以前の概念との差異，および

その差異を引き起こした要因について考察した。その結果，宋代の黄庭堅による

「借景亭」という表現が借景という用語の濫觴であること，その後の清代の李漁

による「尺幅窓」も借景の概念の展開において重要であることなどが明らかとな

った。またこれら「借景亭型」と「尺幅窓型」の借景の構造は，園内から園外ま

での眺望とは異なる，小規模な技法であったことを明らかとした。これらに対し

て，現在借景に関する書として良く知られる明代の『園冶』は，「遠眺型」とい

える借景について解説したものの，当時の借景概念に与えた影響は弱かったこと

が考察された。しかし，近代以降の借景という用語は，陳従周などの主導した造

園研究において，『園冶』の借景を基礎とする位置づけが支配的となり，借景の

構成が古典の「借景亭型」と「尺幅窓型」から大規模な「遠眺型」へと変化した

ことが考察された。 

第三章では，日本の造園における借景の用語の起源と，その概念の変遷を明ら

かとし，さらに典型とされる庭園を事例に借景の構造の特徴について考察した。

その結果，中国での「借景」の嚆矢である宋代の黄庭堅の詩集が中国から伝来し

ていたこと，室町時代の万里集九の『帳中香』が日本での「借景」の濫觴である

可能性が高いことなどが明らかとなった。しかし，造園の領域においては，「借

景」の用語と概念が自覚的に用いられるようになったのは明治期であり，その概

念は『園冶』に解説された概念に近い，遠距離の眺望に相当するものであったこ

とが明らかとなった。さらに近代以降，借景の意味・概念は次第に狭く，厳密に，

また複雑に規定されてきたことがわかった。続いて，借景庭園の事例を収集しそ

の典型事例を対象に景観にかかわる空間の構造を分析したところ，借景庭園の代

表とされる庭園は，「小中見大」という空間意匠として整理することができた。

このような庭園意匠の独自性から，日本の造園における借景の概念は『園冶』か

ら離れ，日本庭園自身の意匠として展開してきたことが考察された。なお，日本

において輸入・出版された『園冶』の版を調査しその普及の経緯を分析したとこ
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ろ，明治期の「借景」はこの時期の『園冶』の普及によって展開したことが推測

された。その背景として，明治期の近代公共図書館の発達と古典籍の公開化など

の要因が考察された。 

第四章では，中国庭園を対象に，眺望に関する造園的技法および眺望の構造を

明らかにし，その造園上の理念について考察した。まず園記などの古文献に基づ

いて，眺望の一般モデルが「登高眺遠」，すなわち庭園内の楼閣あるいは築山な

どの高所から園外に位置する山などを眺める構造として抽出された。さらに高所

が景観シークエンスの終端部に設定されることが造園における理想的なモデルで

あることが考察された。次に蘇州地域におけるすべての古典庭園を調査し，特に

拙政園の眺望に関する歴史的変遷を考証し，北寺塔までの眺望に関する意識と庭

園内の水景と境界の変遷の関連性を検討した。その結果，創立期における拙政園

から北寺塔は眺望できたが水景が現存の状態と異なっていたこと，創立期の拙政

園は境界性が弱く庭園が周辺の田野と混然とした状況にあったことなどがわか

り，塔の眺望は古城における日常的風景であり，塔よりも周囲の山が造園上意識

されていた可能性が高かったことが考察された。続いて，塔を眺望対象とする 10

庭園に関して，考証の上，庭園の配置，景観にかかわる空間構造を分析した。そ

の結果，庭園から空間的な境界で隔てられた塔の眺望が造園上意識されていた可

能性が高いこと，また多くが小スケールの庭園で，囲み性が強かったことなどが

明らかとなった。さらに，山を眺望対象とする庭園に関して，視対象や視点など

景観要素の関係性やおよび庭園分布の特徴を分析し，庭園の立地条件による景観

にかかわる空間構造を分析した。その結果，庭園の立地は山の眺望よりも山に近

いことが重視されていたこと，山から遠い庭園では眺望の視点場の配置が理想的

なモデルに合致し，山に近い庭園では理想的なモデルとの間に齟齬があることな

どが明らかとなった。以上を踏まえ，中国蘇州の庭園の眺望における理想的なモ

デルとそこに含まれる造園理念として，眺望の視点が庭園の遊覧経路の終端部の

高所に設置され，遊覧経路に沿って景観シークエンスが小から大，低から高，近

から遠へと変化すること，すなわち「小後見大」という意匠を考察，抽出した。

理想的な眺望対象は庭園からある境界によって隔てられ，高所の視点からに限り

眺められるものとして考えられてきたことが整理された。 

第五章では，日本庭園を対象に，借景に関する造園的技法および借景の構造を

明らかにし，その造園上の理念について考察した。まず借景庭園の実例を収集し

た上で，景観工学の手法に基づいて分析指標を設定し，庭園の方向性と「大小性

指数」（「大小性指数」＝仰角（眺望視距離眺望方向における庭園の奥行き））

との関係を分析した。その結果，庭園設計における借景に対する意識が眺望対象
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のスケールと比例的関係にあることを明らかとした。次に，隣接する山に背向す

るように立地する庭園を対象に，それぞれの庭園の眺望の形式および眺望に対す

る意識に注目して分析を行った。その結果，これらの庭園では，庭園からの可視

範囲内における顕著なランドマークとなる山が眺望対象となり，それに対する方

向ないし庭園の空間配置全体が借景を目的として確定された可能性が高いことを

明らかとした。さらに，京都地域における主要な臨済宗寺院を対象に，立地環境

と庭園要素の形式に関する分析を行い，尐なくとも江戸初期以前にこれらの臨済

宗寺院の庭園では借景が遍在的に得られていたことを明らかとした。以上を踏ま

え，日本の借景庭園における造園上の本質的な理念として，「小中見大」の意匠，

すなわち小さい庭園空間を通してより大きい借景空間を覗き見ることによって得

られる大と小の対比が，借景及び借景庭園が内包する特質と理想形式であること

を考察した。 

第六章では，研究の総括として，日本と中国における借景の概念を比較した上

で，両者の借景概念の差異の背景となる要因を考察した。両国の造園学において，

「借景」はともに近代初頭に『園冶』から導入された。しかし以後両国間の借景

は異なる展開を示し，中国では，基本的に現在でも『園冶』を規範として借景が

理解されているのに対して日本では，庭園の実例が比較的多く，借景の概念は次

第に『園冶』から離れ，個別の庭園の構成によって理解されるようになったこと

を明らかとした。さらに，両者の借景における造園理念として，中国では「登高

眺遠」という眺望の形式と「小後見大」という体験の理念が認められること，日

本では低所の固定視点からの眺めという眺望の形式と「小中見大」という体験の

理念が認められることを考察した。また庭園設計時の眺望に対する意識に関して

は，日本の典型的な借景庭園では特定の借景対象を基準に庭園の方向と配置が定

められていた可能性が高いのに対して，中国の多くの庭園では外景はあまり意識

されていなかった可能性が高いことが考察された。こうした差異の背景となる要

因として，日本における多くの借景庭園と比べて，中国における多くの庭園は，

方向性が固定されない回遊式が中心であることなどが考察された。日本では借景

を主題とする借景庭園という類型が生まれたのに対して，中国では借景は庭園に

おける景観構成の一部にすぎないということができる。 
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